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福岡空港から台湾桃園国際空港へ向かう飛行
機から台北一体を見渡すと、膨大な数の溜池が見
えた。台北市に近い桃園台地は世界で最も溜池密
度の高い地域で、今では灌漑用としての重要性は
失われつつあるようだが独特の景観と生態環境
をつくっている。
「水」は農業に不可欠だが、一方で台風19号によ

る洪水やダムの緊急放流、台風15号による千葉県
の停電による断水も思い浮かぶ。

水による恩恵とその恐ろしさを改めて感じた。

「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

2020年
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①ピーマン12aと甘藷60a栽培しています。
②自分の裁量がうまくいったときです。
③笑顔
④パソコンで映像の編集をしています。
⑤規模拡大をして採算のとれる経営を目指したいです。

①豊後高田市田染の㈲冨貴茶園で繁殖和牛（45頭）の
周年放牧を学ぶ研修生です。

②可愛い牛と触れ合うこと。
③笑顔
④熊本から移住してきたばかりなので、休みの日はド

ライブをして大分県内を探索しています。
⑤研修後は独立し、２年をかけて繁殖和牛を40頭ま

で増やして飼育していく予定です。

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？きらりわけえし

国東市国東町　宇都宮　瑠美さん（37）
うつのみや る　 み

臼杵市野津町　大家　めぐみさん（35）
おおいえ

サーモンときのこの
ホイル焼き
サーモンときのこの
ホイル焼き

● 作り方
 ①スライスしたタマネギとシイタケをホイルに敷いて、その上に

生鮭を置く。
 ②半月切にしたカボスとバターをのせ、カボス果汁をかける。
 ③ホイルをしっかり包み、トースターで 10 分程度焼く。
 ④お皿にのせ、塩ごまを振りカボスを添えて出来上がり。

● 材料（２人前）
 生鮭 …………………… ２切
 シイタケ ……………… ４枚
 タマネギ ……………… １個

 カボス ………………… １個
 カボス果汁 ………… １個分
 バター ………………… 20ｇ
 塩ごま ………………… 適量

新
年
の
ご
挨
拶   

組
合
長
理
事  

阿
部 

順
治

総
代
定
数
の
見
直
し

令
和
元
年
産  

水
稲
の
被
害
に
つ
い
て

内 容

つくってみちょくれ！

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

今回、レシピを教えてくれたのは、杵築市山香町の徳野裕美さん。
大分名産のカボスとしいたけを使った一品です。



報
告
内
容

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
国
（
農
林

水
産
省
）
が
定
め
る
組
合
実
施
体
制
の
改
善

計
画
の
一
環
と
し
て
、
総
代
定
数
の
見
直
し

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
農
作
物
共
済
が
任
意
加
入
と
な
り
、
組

合
員
数
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
国
の
農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監

督
指
針
で
は
、『
組
合
は
農
家
の
た
め
に
将
来

に
亘
っ
て
安
定
的
に
事
業
を
実
施
し
得
る
取
組

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
』
と
し
、
総
代
数
に

つ
い
て
の
検
証
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

方
針検証

・
実
施
に
つ
い
て
の
協
議
は
理
事
会

内
に
設
置
す
る
「
組
織
運
営
委
員
会
」
で
進

め
て
お
り
、
総
農
家
数
・
組
合
員
数
の
減
少

と
、大
部
分
を
占
め
る
農
作
物
共
済（
水
稲
）

の
組
合
員
数
の
割
合
が
管
内
４
支
所
で
著
し

い
差
が
な
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
左
記
の
方
向

で
進
む
予
定
で
す
。

今
後
の
予
定

今
後
も
協
議
を
継
続
し
、
令
和
２
年
２
月

予
定
の
理
事
会
に
お
い
て
定
款
（
案
）
及
び

総
代
選
挙
規
程
の
見
直
し
（
案
）
を
決
定
し
、

３
月
中
の
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
提
出
す
る

予
定
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、適
宜
、検
討
協
議
の
状

況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、お
含
み
お
き

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

検
証
内
容

①  

農
作
物
共
済
の
任
意
加
入
に
伴

い
、
一
層
合
理
的
に
、
か
つ
効

率
的
な
開
催
を
可
能
と
す
る
規

模
と
な
っ
て
い
る
か
。

②  

総
代
定
数
の
変
更
目
標
に
対
す

る
方
向
が
定
ま
っ
て
い
る
か
。

①  

一
定
の
根
拠
数
値
を
用
い
て
、
一

律
の
削
減
を
実
施
（
地
域
に
お
け

る
減
少
環
境
等
も
考
慮
す
る
）。

②  

適
用
す
る
期
間
は
、
当
面
次
期

総
代
の
在
任
期
間
を
原
則
と
す

る
（
令
和
２
年
５
月
〜
令
和
５

年
５
月
の
間
に
務
め
る
総
代
）。

●総農家戸数

大分県 2010
センサス調査

2015
センサス調査

総農家数
（戸） 46,623 39,475

●組合員戸数
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000

0 平成25年度
（合併前）

令和元年度
※予定推計値

31,813

16,681

総
代
の
役
割

組
合
員
の
代
表
と
し
て
総
代
会
を
構

成
し
、
定
款
・
事
業
規
程
の
変
更
、
予

算
や
事
業
計
画
な
ど
の
議
決
や
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
な
ど
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

運
営
に
関
す
る
こ
と
を
決
め
る
重
要
な

役
割
で
す
。 （
現
在
、
定
数
１
４
４
名
）

組
合
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ

総
代
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て

2

年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
対
馬
海
峡
を
通
過
し
た
台
風
17
号
の
襲
来
等
で
、

大
分
県
も
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
東
日
本

に
記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
た
19
号
で
は
、
各
地
の
河
川
が

氾
濫
し
、
多
く
の
人
命
ま
で
失
わ
れ
ま
し
た
。
住
宅
や
農
畜
産

物
被
害
を
見
て
も
、
住
民
の
方
、
農
家
の
方
の
悲
痛
は
如
何
ば

か
り
か
と
胸
が
痛
み
ま
す
。
改
め
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
管
内
で
は
平
年
よ
り
遅
い
梅
雨
入
り
梅
雨
明
け
と
、

そ
の
後
の
日
照
不
足
に
よ
り
、
水
稲
で
は
登
熟
不
良
が
懸
念
さ

れ
、
台
風
に
よ
る
倒
伏
や
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
大
量
飛
来
に
よ

る
「
坪
枯
れ
」
が
県
内
全
域
で
発
生
す
る
な
ど
、
近
年
な
い
被

害
で
し
た
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
に
、
営
農
や
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
る

中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
・
日
米
貿
易
協
定
の
発
効
に
よ
る
国
内
農
産

品
の
価
格
下
落
な
ど
、
更
な
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

折
し
も
昨
年
か
ら
農
業
経
営
の
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
収
入
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
、
一
方
で
農
作
物
共
済

が
任
意
加
入
に
な
る
な
ど
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
制
度
推
進
力
が
試

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
農
業
保
険
を
担
う
機
関
と
し
て
、

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
構
築
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
家
の
元
に
足
を
運
び
、
声
を
聴
き
、

農
業
保
険
の
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
農
家
・

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
実
り
豊
か
な
年
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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る
自
然
災
害
に
、
営
農
や
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
る

中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
・
日
米
貿
易
協
定
の
発
効
に
よ
る
国
内
農
産

品
の
価
格
下
落
な
ど
、
更
な
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

折
し
も
昨
年
か
ら
農
業
経
営
の
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
収
入
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
、
一
方
で
農
作
物
共
済

が
任
意
加
入
に
な
る
な
ど
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
制
度
推
進
力
が
試

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
農
業
保
険
を
担
う
機
関
と
し
て
、

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
構
築
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
家
の
元
に
足
を
運
び
、
声
を
聴
き
、

農
業
保
険
の
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
農
家
・

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
実
り
豊
か
な
年
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

阿
部
　
順
治

組
合
長
理
事

大
分
県
農
業
共
済
組
合

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

組
合
長
理
事 

阿
部　

順
治

副
組
合
長
理
事 

山
田　

定
男

理　

事 

本
田　

修
二

理　

事 

佐
藤　

友
信

理　

事 

岩
本　

龍
年

理　

事 

森　
　

宗
一

理　

事 

髙
瀬　

義
德

理　

事 

栁
井　

正
二

理　

事 

麻
生　

和
紀

理　

事 

矢
野　

源
平

理　

事 

大
塚　

惟
敬

理　

事 

吉
野　
　

清

理　

事 

三
上　

忠
治

理　

事 

小
座
本　

要

理　

事 

野
畑　

佑
昌

理　

事 

江
藤　

正
隆

代
表
監
事 

佐
藤　
　

茂

監　

事 

三
浦　

大

監　

事 

三
角　

仁
文

職
員
一
同

農
業
保
険

広
く
農
家
の
も
と
へ

新
年
の
ご
挨
拶



地域インデックス方式
農林水産統計を用いて共済金を支払
う方式で、農家ごとに市町村別統計
の過去５ヵ年の平均（５中３）を用い
て基準収穫量を設定し、当年の統計
発表による単収が、基準収穫量に補
償割合を乗じて得た数量を下回った
ときに共済金を支払います。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉９割・８割・７割

半相殺方式
農家の被害耕地の減収量の合計が、
その農家の基準収穫量（その農家の
耕地ごとの基準収穫量の合計）の２
割、３割または４割を超えるときに
共済金を支払います。また、平年作以
上の出来となった耕地の増収分は加
味しません。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉８割・７割・６割
〈評価方法〉検見が必要

一筆方式
耕地ごとの収穫量が、その耕地の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。
※損害評価の効率化の観点から、令
和４年産から廃止されます。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉７割・６割・５割
〈評価方法〉検見が必要

品質方式
農家ごとの生産金額が、過去５年の出
荷実績をもとに算定した基準生産金
額に補償割合を乗じて得た金額を下
回ったときに共済金を支払います。

〈加入要件〉
原則として過去５年間、生産量の全
量をJA等に出荷しており、今後も出
荷することが確実であると見込まれ
ること、または、青色申告書及びその
関係書類により収穫物及び品質が適
正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

全相殺方式
農家ごとの収穫量が、その農家の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。また、平年作以上の出来となっ
た耕地の増収分も加味します。

〈加入要件〉
生産量の全量が乾燥調製施設（JA以
外でも可）の計量結果の調査、または
青色申告書及びその関係書類により
適正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

「風水害、干害、冷害、雪害その他気象上
の原因（地震及び噴火を含む）による災
害、火災、病虫害及び鳥獣害」です。

〈一筆全損特例〉
全損耕地について、耕地別の基準収穫量
の７割を限度として共済金を支払います。

〈一筆半損特例〉
耕地別の収穫量が基準収穫量の５割以
上減少した圃場について、実測等を要さ
ずに２割以内の共済金を支払います。
※選択した補償割合により変動します。

水稲共済の対象災害

特例・特約（一筆方式以外に付帯可能）

水稲の補償タイプ 選択チャート

半相殺
方式 一筆方式

水稲共済：その他、地域インデックス方式があります。 （令和４年産から廃止）

青色申告をしている

収穫量の減少よりも
収入の減少に備えたい

JAのカントリーエレベータ等（業者も可）に
生産する全量を出荷している

品質の低下を
補償の対象としてほしい

筆ごとの被害よりも農家単位で
高い割合の補償を受けたい

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

品質方式収入保険 全相殺
方式

はい いいえ はい いいえ

はい

【注意】簡易的な選択チャートです。要
件を満たしていれば、選択結果
以外の方式にも加入可能です。

令
和
元
年
産  

水
稲

【
概
況
】

令
和
元
年
産
か
ら
任
意
加
入
と
な
っ
た
水

稲
共
済
で
は
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
、

近
年
に
な
い
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

管
内
で
は
平
年
よ
り
遅
い
梅
雨
入
り
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
水
に
頼
る
一
部
地
域

で
移
植
不
能
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
相
次
ぐ
台
風
の
接
近
に
よ
る
風
雨

に
よ
り
、
一
部
地
域
で
冠
水
・
倒
伏
等
が
あ

り
、
特
に
早
期
米
で
は
倒
伏
に
加
え
収
穫
期

の
天
候
不
良
に
よ
り
刈
り
取
り
の
遅
れ
や
、

穂
発
芽
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

管
内
全
域
で
は
９
月
下
旬
の
日
照
不
足
と

有
効
日
照
日
が
平
年
を
下
回
っ
て
経
過
し
た

こ
と
に
よ
る
登
熟
不
良
、
台
風
の
襲
来
と
接

近
、
更
に
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
が
県
下
全
域

に
大
量
発
生
し
た
た
め
、「
坪
枯
れ
」
被
害

の
圃
場
が
多
く
、
県
別
作
況
指
数
（
10
月
15

日
現
在
）
は
85
の
「
不
良
」、
全
国
で
２
番

目
に
低
い
指
数
と
な
り
ま
し
た
。

【
支
払
共
済
金
】

●  
移
植
不
能
耕
地
に
つ
い
て
、
共
済
金
約

１
４
０
万
円
の
仮
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

●  

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
以
外
の
引
受
方

式
に
よ
る
主
食
用
米
、
米
粉
用
米
の
共
済

金
は
12
月
下
旬
支
払
予
定
で
す
。

●  

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
と
飼
料
用
米
の

共
済
金
は
３
月
支
払
予
定
で
す
。

令
和
元
年
産  

麦

【
概
況
】

発
芽
期
以
降
の
降
雨
に
よ
り
湿
害
が
発
生

し
、生
育
不
良
の
圃
場
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
中
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
に

よ
り
倒
伏
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
が
、
総
体

的
に
軽
微
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

【
支
払
共
済
金
】

●  

一
筆
方
式
：
約
７
万
２
０
０
０
円

●  

災
害
収
入
共
済
方
式
：
12
月
下
旬
支
払
予

定
で
す
。

園
芸
施
設

【
概
況
】

台
風
の
接
近
及
び
襲
来
が
４
回
に
お
よ

び
、
特
に
台
風
17
号
で
は
被
害
棟
数
が
多
く

発
生
し
ま
し
た
。

【
支
払
共
済
金
】

●  

８
月
以
降
か
ら
11
月
末
ま
で
に
１
１
５

戸
、
１
８
７
棟
の
被
害
に
対
し
、
共
済
金

約
２
０
０
０
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

被
害
大
き
く

令
和
元
年
産
水
稲
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水
稲
共
済
に
加
入
を
！

こ
れ
ま
で
大
き
な
被
害
は
無
か
っ
た

か
ら
と
安
心
せ
ず
、
無
保
険
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
、
水
稲
共
済
ま
た
は
収
入

保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

必ず
 備えを!!

地域インデックス方式
農林水産統計を用いて共済金を支払
う方式で、農家ごとに市町村別統計
の過去５ヵ年の平均（５中３）を用い
て基準収穫量を設定し、当年の統計
発表による単収が、基準収穫量に補
償割合を乗じて得た数量を下回った
ときに共済金を支払います。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉９割・８割・７割

半相殺方式
農家の被害耕地の減収量の合計が、
その農家の基準収穫量（その農家の
耕地ごとの基準収穫量の合計）の２
割、３割または４割を超えるときに
共済金を支払います。また、平年作以
上の出来となった耕地の増収分は加
味しません。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉８割・７割・６割
〈評価方法〉検見が必要

一筆方式
耕地ごとの収穫量が、その耕地の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。
※損害評価の効率化の観点から、令
和４年産から廃止されます。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉７割・６割・５割
〈評価方法〉検見が必要

品質方式
農家ごとの生産金額が、過去５年の出
荷実績をもとに算定した基準生産金
額に補償割合を乗じて得た金額を下
回ったときに共済金を支払います。

〈加入要件〉
原則として過去５年間、生産量の全
量をJA等に出荷しており、今後も出
荷することが確実であると見込まれ
ること、または、青色申告書及びその
関係書類により収穫物及び品質が適
正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

全相殺方式
農家ごとの収穫量が、その農家の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。また、平年作以上の出来となっ
た耕地の増収分も加味します。

〈加入要件〉
生産量の全量が乾燥調製施設（JA以
外でも可）の計量結果の調査、または
青色申告書及びその関係書類により
適正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

「風水害、干害、冷害、雪害その他気象上
の原因（地震及び噴火を含む）による災
害、火災、病虫害及び鳥獣害」です。

〈一筆全損特例〉
全損耕地について、耕地別の基準収穫量
の７割を限度として共済金を支払います。

〈一筆半損特例〉
耕地別の収穫量が基準収穫量の５割以
上減少した圃場について、実測等を要さ
ずに２割以内の共済金を支払います。
※選択した補償割合により変動します。

水稲共済の対象災害

特例・特約（一筆方式以外に付帯可能）

水稲の補償タイプ 選択チャート

半相殺
方式 一筆方式

水稲共済：その他、地域インデックス方式があります。 （令和４年産から廃止）

青色申告をしている

収穫量の減少よりも
収入の減少に備えたい

JAのカントリーエレベータ等（業者も可）に
生産する全量を出荷している

品質の低下を
補償の対象としてほしい

筆ごとの被害よりも農家単位で
高い割合の補償を受けたい

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

品質方式収入保険 全相殺
方式

はい いいえ はい いいえ

はい

【注意】簡易的な選択チャートです。要
件を満たしていれば、選択結果
以外の方式にも加入可能です。

東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

お問い合わせはお近くの

 （農業共済）へ

 被害概況報告

4



地域インデックス方式
農林水産統計を用いて共済金を支払
う方式で、農家ごとに市町村別統計
の過去５ヵ年の平均（５中３）を用い
て基準収穫量を設定し、当年の統計
発表による単収が、基準収穫量に補
償割合を乗じて得た数量を下回った
ときに共済金を支払います。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉９割・８割・７割

半相殺方式
農家の被害耕地の減収量の合計が、
その農家の基準収穫量（その農家の
耕地ごとの基準収穫量の合計）の２
割、３割または４割を超えるときに
共済金を支払います。また、平年作以
上の出来となった耕地の増収分は加
味しません。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉８割・７割・６割
〈評価方法〉検見が必要

一筆方式
耕地ごとの収穫量が、その耕地の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。
※損害評価の効率化の観点から、令
和４年産から廃止されます。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉７割・６割・５割
〈評価方法〉検見が必要

品質方式
農家ごとの生産金額が、過去５年の出
荷実績をもとに算定した基準生産金
額に補償割合を乗じて得た金額を下
回ったときに共済金を支払います。

〈加入要件〉
原則として過去５年間、生産量の全
量をJA等に出荷しており、今後も出
荷することが確実であると見込まれ
ること、または、青色申告書及びその
関係書類により収穫物及び品質が適
正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

全相殺方式
農家ごとの収穫量が、その農家の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。また、平年作以上の出来となっ
た耕地の増収分も加味します。

〈加入要件〉
生産量の全量が乾燥調製施設（JA以
外でも可）の計量結果の調査、または
青色申告書及びその関係書類により
適正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

「風水害、干害、冷害、雪害その他気象上
の原因（地震及び噴火を含む）による災
害、火災、病虫害及び鳥獣害」です。

〈一筆全損特例〉
全損耕地について、耕地別の基準収穫量
の７割を限度として共済金を支払います。

〈一筆半損特例〉
耕地別の収穫量が基準収穫量の５割以
上減少した圃場について、実測等を要さ
ずに２割以内の共済金を支払います。
※選択した補償割合により変動します。

水稲共済の対象災害

特例・特約（一筆方式以外に付帯可能）

水稲の補償タイプ 選択チャート

半相殺
方式 一筆方式

水稲共済：その他、地域インデックス方式があります。 （令和４年産から廃止）

青色申告をしている

収穫量の減少よりも
収入の減少に備えたい

JAのカントリーエレベータ等（業者も可）に
生産する全量を出荷している

品質の低下を
補償の対象としてほしい

筆ごとの被害よりも農家単位で
高い割合の補償を受けたい

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

品質方式収入保険 全相殺
方式

はい いいえ はい いいえ

はい

【注意】簡易的な選択チャートです。要
件を満たしていれば、選択結果
以外の方式にも加入可能です。

令
和
元
年
産  

水
稲

【
概
況
】

令
和
元
年
産
か
ら
任
意
加
入
と
な
っ
た
水

稲
共
済
で
は
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
、

近
年
に
な
い
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

管
内
で
は
平
年
よ
り
遅
い
梅
雨
入
り
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
水
に
頼
る
一
部
地
域

で
移
植
不
能
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
相
次
ぐ
台
風
の
接
近
に
よ
る
風
雨

に
よ
り
、
一
部
地
域
で
冠
水
・
倒
伏
等
が
あ

り
、
特
に
早
期
米
で
は
倒
伏
に
加
え
収
穫
期

の
天
候
不
良
に
よ
り
刈
り
取
り
の
遅
れ
や
、

穂
発
芽
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

管
内
全
域
で
は
９
月
下
旬
の
日
照
不
足
と

有
効
日
照
日
が
平
年
を
下
回
っ
て
経
過
し
た

こ
と
に
よ
る
登
熟
不
良
、
台
風
の
襲
来
と
接

近
、
更
に
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
が
県
下
全
域

に
大
量
発
生
し
た
た
め
、「
坪
枯
れ
」
被
害

の
圃
場
が
多
く
、
県
別
作
況
指
数
（
10
月
15

日
現
在
）
は
85
の
「
不
良
」、
全
国
で
２
番

目
に
低
い
指
数
と
な
り
ま
し
た
。

【
支
払
共
済
金
】

●  

移
植
不
能
耕
地
に
つ
い
て
、
共
済
金
約

１
４
０
万
円
の
仮
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

●  

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
以
外
の
引
受
方

式
に
よ
る
主
食
用
米
、
米
粉
用
米
の
共
済

金
は
12
月
下
旬
支
払
予
定
で
す
。

●  

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
と
飼
料
用
米
の

共
済
金
は
３
月
支
払
予
定
で
す
。

令
和
元
年
産  

麦

【
概
況
】

発
芽
期
以
降
の
降
雨
に
よ
り
湿
害
が
発
生

し
、生
育
不
良
の
圃
場
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
中
旬
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
に

よ
り
倒
伏
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
が
、
総
体

的
に
軽
微
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

【
支
払
共
済
金
】

●  

一
筆
方
式
：
約
７
万
２
０
０
０
円

●  

災
害
収
入
共
済
方
式
：
12
月
下
旬
支
払
予

定
で
す
。

園
芸
施
設

【
概
況
】

台
風
の
接
近
及
び
襲
来
が
４
回
に
お
よ

び
、
特
に
台
風
17
号
で
は
被
害
棟
数
が
多
く

発
生
し
ま
し
た
。

【
支
払
共
済
金
】

●  

８
月
以
降
か
ら
11
月
末
ま
で
に
１
１
５

戸
、
１
８
７
棟
の
被
害
に
対
し
、
共
済
金

約
２
０
０
０
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

被
害
大
き
く

令
和
元
年
産
水
稲
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水
稲
共
済
に
加
入
を
！

こ
れ
ま
で
大
き
な
被
害
は
無
か
っ
た

か
ら
と
安
心
せ
ず
、
無
保
険
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
、
水
稲
共
済
ま
た
は
収
入

保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

必ず
 備えを!!

地域インデックス方式
農林水産統計を用いて共済金を支払
う方式で、農家ごとに市町村別統計
の過去５ヵ年の平均（５中３）を用い
て基準収穫量を設定し、当年の統計
発表による単収が、基準収穫量に補
償割合を乗じて得た数量を下回った
ときに共済金を支払います。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉９割・８割・７割

半相殺方式
農家の被害耕地の減収量の合計が、
その農家の基準収穫量（その農家の
耕地ごとの基準収穫量の合計）の２
割、３割または４割を超えるときに
共済金を支払います。また、平年作以
上の出来となった耕地の増収分は加
味しません。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉８割・７割・６割
〈評価方法〉検見が必要

一筆方式
耕地ごとの収穫量が、その耕地の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。
※損害評価の効率化の観点から、令
和４年産から廃止されます。

〈加入要件〉なし
〈補償割合〉７割・６割・５割
〈評価方法〉検見が必要

品質方式
農家ごとの生産金額が、過去５年の出
荷実績をもとに算定した基準生産金
額に補償割合を乗じて得た金額を下
回ったときに共済金を支払います。

〈加入要件〉
原則として過去５年間、生産量の全
量をJA等に出荷しており、今後も出
荷することが確実であると見込まれ
ること、または、青色申告書及びその
関係書類により収穫物及び品質が適
正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

全相殺方式
農家ごとの収穫量が、その農家の基
準収穫量に補償割合を乗じて得た数
量を下回ったときに共済金を支払い
ます。また、平年作以上の出来となっ
た耕地の増収分も加味します。

〈加入要件〉
生産量の全量が乾燥調製施設（JA以
外でも可）の計量結果の調査、または
青色申告書及びその関係書類により
適正に確認できること。
〈補償割合〉９割・８割・７割

「風水害、干害、冷害、雪害その他気象上
の原因（地震及び噴火を含む）による災
害、火災、病虫害及び鳥獣害」です。

〈一筆全損特例〉
全損耕地について、耕地別の基準収穫量
の７割を限度として共済金を支払います。

〈一筆半損特例〉
耕地別の収穫量が基準収穫量の５割以
上減少した圃場について、実測等を要さ
ずに２割以内の共済金を支払います。
※選択した補償割合により変動します。

水稲共済の対象災害

特例・特約（一筆方式以外に付帯可能）

水稲の補償タイプ 選択チャート

半相殺
方式 一筆方式

水稲共済：その他、地域インデックス方式があります。 （令和４年産から廃止）

青色申告をしている

収穫量の減少よりも
収入の減少に備えたい

JAのカントリーエレベータ等（業者も可）に
生産する全量を出荷している

品質の低下を
補償の対象としてほしい

筆ごとの被害よりも農家単位で
高い割合の補償を受けたい

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

品質方式収入保険 全相殺
方式

はい いいえ はい いいえ

はい

【注意】簡易的な選択チャートです。要
件を満たしていれば、選択結果
以外の方式にも加入可能です。

東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

お問い合わせはお近くの

 （農業共済）へ

 被害概況報告
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役
職
員
に
よ
る

　
　
　
社
会
貢
献
活
動

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
平
成
11
年

か
ら
毎
年
、
役
職
員
協
力
の
も
と
、
地
元
の

め
ぐ
み
で
あ
る
大
分
県
産
新
米
約
１
ト
ン
を

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
を
通
じ

て
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
等
（
13
施
設
）

へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、「
豊
か
な
実
り
と
地
域
社

会
へ
の
感
謝
」
の
思
い
を
込
め
、
潤
い
の
あ

る
社
会
づ
く
り
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
、
役
職
員
ら
の
寄
付
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
11
月
18
日
に
、
大
分
県
総
合

社
会
福
祉
会
館
に
て
「
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
お
お
い
た
」

に
も
協
力

３
年
前
か
ら
は
、
農
作
物
共
済
と
畑
作
物

共
済
事
業
で
発
生
す
る
実
測
調
査
米
や
大
豆

（
調
製
後
）
を
、
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
す
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
お
お
い
た
」

に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
と
は
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
様
々
な
理
由
で
廃
棄
処
分
さ

れ
て
し
ま
う
食
品
を
、
食
べ
物
に
困
っ
て

い
る
人
や
福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
る
取
り

組
み
で
す
。

成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
へ

今
年
度
も「
感
謝
米
」を
お
贈
り
し
ま
し
た

豊
か
な
実
り

　
　
地
域
社
会
へ
の
感
謝
を

贈呈式：阿部順治組合長と
　　　　県社会福祉協議会の草野俊介会長（右）

「感謝米」は職員が直接お届けしました
（社会福祉法人 別府光の園にて）

食
品
ロ
ス
っ
て

な
に
？現

在
、
我
が
国
で
は
こ
ど
も
の

６
人
に
１
人
が
相
対
的
貧
困
状
態

に
あ
り
、
ひ
と
り
親
世
帯
と
り
わ

け
母
子
世
帯
は
２
世
帯
に
１
世
帯

が
相
対
的
貧
困
の
中
で
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
食
品
流
通
の
現

場
で
は
、
包
装
の
破
損
や
印
字
ミ

ス
、
賞
味
期
限
・
販
売
期
限
等
の

理
由
に
よ
り
、
品
質
に
は
問
題
が

な
い
食
品
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
食

品
ロ
ス
」
は
年
間
８
０
０
万
ト

ン
に
も
上
る
と
い
う
試
算
も
あ

り
、
そ
の
量
は
米
の
生
産
量
に
匹

敵
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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今
回
は
３
つ
の
特
殊
詐
欺
の
手
口
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
詐
欺
も
被
害
者

か
ら
金
銭
を
騙
し
取
る
た
め
に
、
相
手
を
動
揺
さ
せ
る
特
有
の
「
キ
ー
ワ
ー

ド
」が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
詐
欺
の
手
口
を
知
り
、落
ち
着
い
て
対
処
し
ま
し
ょ

う
。
ご
家
族
と
情
報
を
共
有
し
、
特
殊
詐
欺
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

地域
づくり

家
畜
診
療
と
い
う
月
刊
誌
が
毎
月
事
務
所
に
届
き
ま
す
。
最
先

端
の
病
気
症
例
に
興
味
を
持
っ
た
り
、
同
窓
の
懐
か
し
い
名
前
に
釘

付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、「
バ
ル
ザ
ッ
ク
法
」
と
い
う
文
字
が
目
に
飛
び
込
み

ま
し
た
。
こ
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
去
勢
法
は
、
精
巣
を
手
術
で
除
去
す
る

の
で
は
な
く
ペ
ン
チ
の
よ
う
な
も
の
で
上
部
を
挟
ん
で
組
織
を
破
壊

す
る
方
法
で
す
。
し
か
し
、
痛
み
の
持
続
に
よ
る
食
欲
低
下
の
他
、

完
全
に
去
勢
が
行
え
な
い
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

未
去
勢
牛
の
肉
質
は
去
勢
牛
に
比
べ
て
不
良
だ
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
去
勢
を
確
実
に
す
る
に
は
手
術
で
除
去
す
る
観

血
去
勢
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
観
血
去
勢
法
が
た
く
さ
ん
の
獣
医
師
に
よ
っ
て

作
り
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
捻
転
去
勢
法
」
と

い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
手
術
時
間
が
短
く
、
更
に
獣
医

師
が
傷
に
触
れ
る
回
数
も
少
な
い
、
感
染
症
リ
ス
ク
の
よ
り
少
な
い

方
法
で
、
私
は
こ
れ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

数
々
の
現
場
で
の
手
技
は
時
と
共
に
・
現
場
と
共
に
、
進
化
し
て

ゆ
き
ま
す
。
そ
の
流
れ
に
後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
、
日
々
勉
強
を
重

ね
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
農
家
の
皆
さ
ん
と
一
つ
一
つ
確
実
に
進
ん

で
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

去勢は観血去勢で

あなたを騙す!
特殊詐欺キーワードに注意

知
っ
て
安
心
、詐
欺
の
手
口

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

枡谷  康治 室長
ますたに こうじ

中西部家畜診療所

獣医師   藤本　学
ふじもと まなぶ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
詐
欺

警
察
官
を
か
た
る
犯
人
か
ら
、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
利
用
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
と
電
話
が
か
か
り
、金
融
機
関
等
を

名
乗
る
人
が
自
宅
を
訪
ね
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
を
騙
し
と
り
ま
す
。

警
察
官
や
銀
行
員
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、暗
証
番
号
を
聞

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
不
正
に
使
わ
れ
て
い
る
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド・暗
証
番
号
」

利
用
料
金
詐
欺

「
利
用
料
金
の
確
認
が

取
れ
て
い
ま
せ
ん
」こ
ん
な

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
が
き
た

ら
危
険
で
す
。

根
拠
の
な
い
架
空
請
求

が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、記
載

さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に

は
決
し
て
連
絡
せ
ず
、無
視

し
ま
し
ょ
う
。

「
裁
判
に
な
る
」

「
電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払
い
」

個
人
情
報

削
除
し
ま
す
詐
欺

犯
人
が
公
的
機
関
を
装
い
、「
あ
な
た

の
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
の
で
削
除

し
て
あ
げ
る
」な
ど
と
電
話
を
か
け
て
き

た
ら
危
険
で
す
。

最
終
的
に
は
お
金
を
騙
し
と
る
詐
欺

で
す
。相
手
に
せ
ず
、警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
ま
す
」

危険な
キーワード
危険な
キーワード

危険な
キーワード
危険な
キーワード

危険な
キーワード
危険な
キーワード

役
職
員
に
よ
る

　
　
　
社
会
貢
献
活
動

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
平
成
11
年

か
ら
毎
年
、
役
職
員
協
力
の
も
と
、
地
元
の

め
ぐ
み
で
あ
る
大
分
県
産
新
米
約
１
ト
ン
を

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
を
通
じ

て
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
等
（
13
施
設
）

へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、「
豊
か
な
実
り
と
地
域
社

会
へ
の
感
謝
」
の
思
い
を
込
め
、
潤
い
の
あ

る
社
会
づ
く
り
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
、
役
職
員
ら
の
寄
付
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
11
月
18
日
に
、
大
分
県
総
合

社
会
福
祉
会
館
に
て
「
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
お
お
い
た
」

に
も
協
力

３
年
前
か
ら
は
、
農
作
物
共
済
と
畑
作
物

共
済
事
業
で
発
生
す
る
実
測
調
査
米
や
大
豆

（
調
製
後
）
を
、
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
す
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
お
お
い
た
」

に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
と
は
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
様
々
な
理
由
で
廃
棄
処
分
さ

れ
て
し
ま
う
食
品
を
、
食
べ
物
に
困
っ
て

い
る
人
や
福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
る
取
り

組
み
で
す
。

成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
へ

今
年
度
も「
感
謝
米
」を
お
贈
り
し
ま
し
た

豊
か
な
実
り

　
　
地
域
社
会
へ
の
感
謝
を

贈呈式：阿部順治組合長と
　　　　県社会福祉協議会の草野俊介会長（右）

「感謝米」は職員が直接お届けしました
（社会福祉法人 別府光の園にて）

食
品
ロ
ス
っ
て

な
に
？現

在
、
我
が
国
で
は
こ
ど
も
の

６
人
に
１
人
が
相
対
的
貧
困
状
態

に
あ
り
、
ひ
と
り
親
世
帯
と
り
わ

け
母
子
世
帯
は
２
世
帯
に
１
世
帯

が
相
対
的
貧
困
の
中
で
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
食
品
流
通
の
現

場
で
は
、
包
装
の
破
損
や
印
字
ミ

ス
、
賞
味
期
限
・
販
売
期
限
等
の

理
由
に
よ
り
、
品
質
に
は
問
題
が

な
い
食
品
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
食

品
ロ
ス
」
は
年
間
８
０
０
万
ト

ン
に
も
上
る
と
い
う
試
算
も
あ

り
、
そ
の
量
は
米
の
生
産
量
に
匹

敵
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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毎
年
冬
に
な
る
と
、
体
の
あ
ち
こ
ち
の
か
ゆ
み
に
悩
ま
さ
れ
る
と
い
う
人

は
、「
肌
の
乾
燥
」
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
康
な
皮
膚
に
は
、
潤
い
を
保
つ
働
き
や
異
物
の
侵
入
を
防
ぐ
バ
リ
ア
機
能
が

備
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
働
き
を
担
っ
て
い
る
の
が
皮
膚
表
面
の
角
層
で
す
。

空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
、
暖
房
の
影
響
で
部
屋
の
湿
度
も
低
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
角
層
か
ら
水
分
が
奪
わ
れ
や
す
く
肌
の
乾
燥
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
乾
燥
に
よ
っ
て
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
し
た
と
こ
ろ
に
、
温
度
の
変
化

や
衣
服
と
の
摩
擦
な
ど
の
刺
激
が
加
わ
る
と
、
か
ゆ
み
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

か
ゆ
み
は
皮
脂
分
泌
の
少
な
い
ス
ネ
や
、
衣
服
で
す
れ
や
す
い
背
中
や
ふ

く
ら
は
ぎ
な
ど
に
起
こ
り
が
ち
で
す
。
し
つ
こ
い
か
ゆ
み
は
、
イ
ラ
イ
ラ
や

不
眠
な
ど
生
活
の
質
の
低
下
を
招
い
た
り
、「
皮
脂
欠
乏
性
湿
疹
」
な
ど
の
原

因
に
な
る
の
で
侮
れ
ま
せ
ん
。

皮
膚
を
常
に
よ
い
状
態
に
保
つ
に
は
、
季
節
を
問
わ
ず
保
湿
剤
を
使
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
市
販
の
保
湿
剤
は
種
類
が
多
く
、
迷
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

肌
の
状
態
や
好
み
、使
い
心
地
の
よ
さ
や
香
り
な
ど
で
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
塗
る(

夜
は
入
浴
後
が
効
果
的)

・
強
く
す
り
込
ま
ず
、
手
の
ひ
ら
で
や
さ
し
く
塗
る

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
１
枚
が
肌
に
つ
く
く
ら
い
の
量
を
塗
る

２
つ
の
「
ほ
し
つ
」

保
湿
剤
の
塗
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

・
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
ら
ず
、
手
の
ひ
ら
や
柔
ら
か
い
タ
オ
ル
で
や
さ
し
く
洗
う

・
せ
っ
け
ん
は
よ
く
泡
立
て
、
そ
の
泡
を
す
く
っ
て
洗
う
よ
う
に
す
る

・
皮
膚
の
乾
燥
が
気
に
な
る
場
合
は
、
低
刺
激
性
の
せ
っ
け
ん
を
使
っ
た

り
、
保
湿
成
分
の
入
っ
た
入
浴
剤
を
利
用
す
る

・
熱
い
湯
は
皮
脂
の
落
と
し
す
ぎ
に
つ
な
が
る
の
で
、
40
〜
41
度
を
目
安

に
し
、
長
湯
も
避
け
る

乾
燥
を
防
ぐ
入
浴
の
ポ
イ
ン
ト

・
衣
類
、
寝
具…

刺
激
に
な
る
も
の
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
天
然

繊
維
で
も
化
繊
で
も
、自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
住
環
境…

湿
度
が
50
％
を
下
回
る
と
、
皮
膚
か
ら
水
分
の
蒸
発
が
始
ま

る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
加
湿
器
な
ど
で
50
〜
60
％
程
度
に
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
室
温
は
17
〜
22
度
く
ら
い
が
目
安
で
す
。

・
食
事…

粗
食
な
ど
に
よ
る
栄
養
の
偏
り
に
よ
っ
て
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能

が
低
下
し
、
皮
膚
が
乾
燥
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

る
の
が
基
本
で
す
。

生
活
環
境
の
ポ
イ
ン
ト

保健師さんの
健康アドバイス 冬のかゆみ対策

● 

保
湿

角
層
を
カ
バ
ー
し
て
水
分
喪
失

を
防
ぎ
ま
す
。
油
分
が
多
い
軟
こ

う
や
オ
イ
ル
が
向
い
て
い
ま
す
。

● 

補
湿

角
層
に
水
分
を
補
い
ま
す
。
水
分

を
よ
り
多
く
含
む
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

乳
液
、
ク
リ
ー
ム
な
ど
が
向
い
て

い
ま
す
。

か
ゆ
み
が
悪
化
し
て
湿
疹
が
で
き
た
場
合
は
、

皮
膚
科
で
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

春

〈保湿剤の季節別使い分け〉
夏 秋 冬

化粧水タイプ

ローション・乳液タイプ
ロ
ー
シ
ョ
ン
・

乳
液
タ
イ
プ

化
粧
水
タ
イ
プ

クリームタイプ
ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ

油脂性軟膏油脂性軟膏 頼りになります共済部長さん頼りになります共済部長さん

万
が
一
の
備
え
を

御
嶽
流
神
楽
や
ク
リ
ー
ン
ピ
ー
チ
で
有
名
な
豊

後
大
野
市
清
川
町
の
柏
野
地
区
で
総
代
・
共
済
部

長
・
損
害
評
価
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

私
は
主
食
用
米
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
約
1
・
5
ヘ

ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。
地
区
内
で
は
元
々

13
戸
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
５
戸
に
な
り
、
高

齢
化
と
農
家
の
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
。
耕
作
放
棄

地
も
増
え
て
お
り
、
田
畑
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
水
稲
共
済
が
任
意
加
入
と
な
り
、

加
入
者
が
減
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
昨
年
は
天

候
不
良
に
よ
る
収
量
の
減
少
や
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

に
よ
る
坪
枯
れ
の
被
害
が
多
く
、
清
川
町
で
も
同

様
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
損
害
評
価
員
と
し
て

適
切
に
評
価
を
行
う
よ
う
、
地
区
評
価
員
と
協
力

し
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
は
、
万
が
一
の
た
め
の
備
え
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
が
主
と
考
え
ま
す
。Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
今
後
も
水
稲
共
済
に
限
ら
ず
、
農
家

の
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

中
津
市
の
高
瀬
地
区
で
共
済
部
長
と
損
害
評
価

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
水
稲
を
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
を
15
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
大
豆
を
30
ア
ー
ル
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ

コ
ン
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
い
っ
た
野

菜
を
合
計
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

野
菜
に
つ
い
て
は
冷
凍
惣
菜
加
工
な
ど
の
６

次
産
業
化
を
進
め
る
株
式
会
社
中
津
も
ぎ
た
て

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
参
加
し
、
今
後
は
コ
マ
ツ
ナ

や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
規
模
を
拡
大
し
、
出
荷
の

少
な
い
夏
に
で
き
る
野
菜
を
栽
培
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
も
水
稲
共
済
の
任
意
化
や
収
入
保

険
制
度
が
は
じ
ま
る
な
ど
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

農
業
は
天
気
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
、
不
慮

の
災
害
に
備
え
て
共
済
に
加
入
し
て
お
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

私
自
身
は
昨
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し

た
。
収
入
保
険
で
あ
れ
ば
、
価
格
の
低
下
な
ど
幅

広
い
補
償
が
あ
る
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
損
害
評
価
員
と
し
て
公
正
な
評
価
を

し
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る

よ
う
に
共
済
制
度
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
農
業
を

北部支所（中津市鶴居）

福永 政義さん（54） 担当戸数13戸
ふくなが　 まさよし

南部支所（豊後大野市清川町）

麻生 誠一さん（65） 担当戸数５戸
あそう　 せいいち
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れ
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と
い
う
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、「
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の
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燥
」
が
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も
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。

健
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な
皮
膚
に
は
、
潤
い
を
保
つ
働
き
や
異
物
の
侵
入
を
防
ぐ
バ
リ
ア
機
能
が

備
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
働
き
を
担
っ
て
い
る
の
が
皮
膚
表
面
の
角
層
で
す
。

空
気
が
乾
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す
る
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は
、
暖
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の
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で
部
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の
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、
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が
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と
、
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。
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の
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ス
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や
、
衣
服
で
す
れ
や
す
い
背
中
や
ふ

く
ら
は
ぎ
な
ど
に
起
こ
り
が
ち
で
す
。
し
つ
こ
い
か
ゆ
み
は
、
イ
ラ
イ
ラ
や

不
眠
な
ど
生
活
の
質
の
低
下
を
招
い
た
り
、「
皮
脂
欠
乏
性
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疹
」
な
ど
の
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因
に
な
る
の
で
侮
れ
ま
せ
ん
。

皮
膚
を
常
に
よ
い
状
態
に
保
つ
に
は
、
季
節
を
問
わ
ず
保
湿
剤
を
使
う
こ
と

が
大
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で
す
。
市
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の
保
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剤
は
種
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が
多
く
、
迷
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
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の
状
態
や
好
み
、使
い
心
地
の
よ
さ
や
香
り
な
ど
で
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
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る(

夜
は
入
浴
後
が
効
果
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・
強
く
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り
込
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ず
、
手
の
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ら
で
や
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る

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
１
枚
が
肌
に
つ
く
く
ら
い
の
量
を
塗
る

２
つ
の
「
ほ
し
つ
」

保
湿
剤
の
塗
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

・
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
ら
ず
、
手
の
ひ
ら
や
柔
ら
か
い
タ
オ
ル
で
や
さ
し
く
洗
う
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に
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が
気
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低
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・
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の
で
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が
大
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で
す
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・
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度
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50
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を
下
回
る
と
、
皮
膚
か
ら
水
分
の
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発
が
始
ま

る
と
さ
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て
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る
た
め
、
加
湿
器
な
ど
で
50
〜
60
％
程
度
に
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
室
温
は
17
〜
22
度
く
ら
い
が
目
安
で
す
。

・
食
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粗
食
な
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に
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る
栄
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偏
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に
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、
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、
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ン
ス
よ
く
と

る
の
が
基
本
で
す
。

生
活
環
境
の
ポ
イ
ン
ト

保健師さんの
健康アドバイス 冬のかゆみ対策

● 

保
湿

角
層
を
カ
バ
ー
し
て
水
分
喪
失

を
防
ぎ
ま
す
。
油
分
が
多
い
軟
こ

う
や
オ
イ
ル
が
向
い
て
い
ま
す
。

● 

補
湿

角
層
に
水
分
を
補
い
ま
す
。
水
分

を
よ
り
多
く
含
む
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

乳
液
、
ク
リ
ー
ム
な
ど
が
向
い
て

い
ま
す
。

か
ゆ
み
が
悪
化
し
て
湿
疹
が
で
き
た
場
合
は
、

皮
膚
科
で
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

春

〈保湿剤の季節別使い分け〉
夏 秋 冬

化粧水タイプ

ローション・乳液タイプ
ロ
ー
シ
ョ
ン
・

乳
液
タ
イ
プ

化
粧
水
タ
イ
プ

クリームタイプ
ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ

油脂性軟膏油脂性軟膏 頼りになります共済部長さん頼りになります共済部長さん

万
が
一
の
備
え
を

御
嶽
流
神
楽
や
ク
リ
ー
ン
ピ
ー
チ
で
有
名
な
豊

後
大
野
市
清
川
町
の
柏
野
地
区
で
総
代
・
共
済
部

長
・
損
害
評
価
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

私
は
主
食
用
米
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
約
1
・
5
ヘ

ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。
地
区
内
で
は
元
々

13
戸
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
５
戸
に
な
り
、
高

齢
化
と
農
家
の
減
少
は
否
め
ま
せ
ん
。
耕
作
放
棄

地
も
増
え
て
お
り
、
田
畑
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
水
稲
共
済
が
任
意
加
入
と
な
り
、

加
入
者
が
減
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
昨
年
は
天

候
不
良
に
よ
る
収
量
の
減
少
や
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

に
よ
る
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枯
れ
の
被
害
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多
く
、
清
川
町
で
も
同

様
の
被
害
が
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た
。
損
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評
価
員
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適
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評
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協
力
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。
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経
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セ
ー
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が
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と
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ま
す
。Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
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水
稲
共
済
に
限
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ず
、
農
家

の
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

中
津
市
の
高
瀬
地
区
で
共
済
部
長
と
損
害
評
価

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
水
稲
を
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
を
15
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
大
豆
を
30
ア
ー
ル
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ

コ
ン
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
い
っ
た
野

菜
を
合
計
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

野
菜
に
つ
い
て
は
冷
凍
惣
菜
加
工
な
ど
の
６

次
産
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株
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会
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中
津
も
ぎ
た
て

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
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加
し
、
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コ
マ
ツ
ナ
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ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
規
模
を
拡
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し
、
出
荷
の

少
な
い
夏
に
で
き
る
野
菜
を
栽
培
し
た
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と
考

え
て
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す
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収
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受
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収
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し
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収
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損
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評
価
員
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を

し
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農
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の
皆
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ん
が
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る

よ
う
に
共
済
制
度
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
農
業
を

北部支所（中津市鶴居）

福永 政義さん（54） 担当戸数13戸
ふくなが　 まさよし

南部支所（豊後大野市清川町）

麻生 誠一さん（65） 担当戸数５戸
あそう　 せいいち
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琴別府店

亀
川
温
泉

H
A
T
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G
O
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ラ
ー
メ
ン
い
っ
ち
ゃ
ん
琴
別
府
店
は
、
元
関

取
の
琴
別
府
関
、
三
浦
要
平
さ
ん
の
ラ
ー
メ
ン

店
で
す
。
一
押
し
は
、「
い
っ
ち
ゃ
ん
ラ
ー
メ

ン
（
７
５
０
円
）」。
焦
が
し
ニ
ン
ニ
ク
が
き
い

た
熊
本
系
で
、
器
か
ら
は
み
出
さ
ん
ば
か
り
の

手
づ
く
り
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
に
煮
卵
と
ワ
ン
タ

ン
、
山
盛
り
の
キ
ク
ラ
ゲ
と
ネ
ギ
が
の
り
、
十

分
す
ぎ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
す
。

そ
の
他
、
ピ
リ
辛
の
地
獄
ラ
ー
メ
ン
や
焼

豚
ラ
ー
メ
ン
、
野
菜
ラ
ー
メ
ン
、
手
作
り
餃

子
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夜
だ
け
味
わ
え
る
「
ち
ゃ
ん
こ

鍋
コ
ー
ス
」
は
、
相
撲
部
屋
秘
伝
の
味
を
専

用
個
室
で
堪
能
で
き
る
と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら

も
人
気
で
す
。
別
府
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
た

あ
と
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
な
一
杯

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

NOSAI職員オススメSPOT

おいしい野菜が
いっぱいです！

東部支所
おの

ひろあき

食べ応え
十分ですよ
食べ応え
十分ですよ

「
川
の
駅 

戸
次
」
は
季
節
の
旬
な
野
菜
や

果
物
が
人
気
を
集
め
る
お
店
で
す
。

大
分
市
戸
次
を
中
心
に
大
分
市
内
や
豊
後
大

野
市
、
臼
杵
市
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
果

物
が
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。

朝
採
り
の
新
鮮
な
商
品
を
求
め
て
、
１
日
に

平
均
２
５
０
人
の
お
客
さ
ん
が
来
店
さ
れ
る
そ

う
で
、
お
目
当
て
の
生
産
者
の
商
品
を
求
め
て

買
い
物
を
さ
れ
る
方
も
多
い
と
の
こ
と
。

店
員
と
お
客
さ
ん
と
の
距
離
も
近
く
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
お
買
い
物
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
。

近
く
の
「
川
の
駅 

松
岡
」
に
も
新
鮮
な
商

品
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
来
店
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小野 　明

別府市亀川浜田町12‐58
☎0977-66-2622
定休日／毎週火曜日
営業時間／【昼】11：00～15：00
　　　　　【夜】17：00～21：00
※「ちゃんこ鍋コース」は
　２～３日前に要予約

別府市亀川浜田町12‐58
☎0977-66-2622
定休日／毎週火曜日
営業時間／【昼】11：00～15：00
　　　　　【夜】17：00～21：00
※「ちゃんこ鍋コース」は
　２～３日前に要予約

天心堂へつぎ病院
●

大分自動二輪車学校
●

38

208
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●さくら保育園
戸次中学校●●

大分南
高校 戸次郵便局●

川の駅 戸次中判田駅

元
力
士
が
つ
く
る
本
気
ラ
ーメ
ン

 

ラ
ーメ
ン
い
っち
ゃん
琴
別
府
店

新
鮮
な
農
産
品
が
並
ぶ

大分市下戸次1538-６
☎097-597-1557
営業日／年中無休（年末年始除く）
営業時間／９：00～18：00

大分市下戸次1538-６
☎097-597-1557
営業日／年中無休（年末年始除く）
営業時間／９：00～18：00

川
の
駅 

戸
次

中西部支所大分出張所

　杉本　陽すぎもと　　  よう
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臼
杵
市
野
津
町
牧
原
地
区
の
赤
嶺
孝
信

さ
ん
は
、
水
稲
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い

て
、
主
な
作
業
は
妻
の
弥
生
さ
ん
、
長
男

の
祐
哉
さ
ん
、
次
男
の
大
樹
さ
ん
の
家
族

４
人
で
、
品
目
ご
と
に
責
任
者
を
決
め
て

行
っ
て
い
る
。

「
代
々
専
業
農
家
を
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
各
地
で
起
き
て
い

る
天
災
が
不
安
で
す
」
と
赤
嶺
さ
ん
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
収
入

保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
農
業
経
営
の
安
定
に
は
欠
か
せ
な
い
と

話
す
。

赤
嶺
さ
ん
は
、「
一
人
前
に
な
っ
た
子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
話
し
、
今
後
も
家
族
と
協
力
し
て

規
模
拡
大
や
法
人
化
を
視
野
に
入
れ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▽
経
営
規
模
＝
水
稲
50
ア
ー
ル
、
ダ
イ
コ
ン
３
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

メ
ロ
ン
20
ア
ー
ル
、
ス
イ
カ
60
ア
ー
ル
、
ほ
か
育
苗
。

Q問題

今月の
表紙

本人　赤嶺　孝信　さん （58）

次男　赤嶺　大樹　さん （27）

《臼杵市野津町　赤嶺さんファミリー》

あかみね

あかみね

たかのぶ

ひろき

江戸時代の享保の大飢饉や天保の大飢饉の原因のひと
つとされ、イネに「坪枯れ」と呼ばれる被害を及ぼし、大
分県でも昨年に警報が発表された害虫の名前は何で
しょうか？（カタカナで記載してください）

ヒント：４ページを見てね！

「□□□□□□□」

スマホ
からも

応募で
きます

！

kirari@nosai-oita.jp

E メールのお送り先

ハガキのお送り先

〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

応募締め切り 2020年2月16日㈰（消印有効）

「いってみちょくれ」で紹介した｢川の駅 戸次｣で販
売されている新鮮野菜をセットでお届けします。店長
が厳選した旬の季節野菜はさまざまな料理にぴった
りです。ぜひご応募ください。※発送時期により商品
内容は変更になる場合があります。

大分市  川の駅  戸次
「朝採れ旬野菜のセット」

抽選で５名様に

プレゼント！

ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入いた
だきお申し込みください。当選者は発送をもって
発表にかえさせていただきます。

① クイズの答え

② 感想や１番よかった記事、

 NOSAIへの質問や要望

③ 郵便番号、住所

④ 氏名、年齢

⑤電話番号
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を
栽
培
し
て
い

て
、
主
な
作
業
は
妻
の
弥
生
さ
ん
、
長
男

の
祐
哉
さ
ん
、
次
男
の
大
樹
さ
ん
の
家
族

４
人
で
、
品
目
ご
と
に
責
任
者
を
決
め
て

行
っ
て
い
る
。

「
代
々
専
業
農
家
を
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
各
地
で
起
き
て
い

る
天
災
が
不
安
で
す
」
と
赤
嶺
さ
ん
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
収
入

保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
農
業
経
営
の
安
定
に
は
欠
か
せ
な
い
と

話
す
。

赤
嶺
さ
ん
は
、「
一
人
前
に
な
っ
た
子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
話
し
、
今
後
も
家
族
と
協
力
し
て

規
模
拡
大
や
法
人
化
を
視
野
に
入
れ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▽
経
営
規
模
＝
水
稲
50
ア
ー
ル
、
ダ
イ
コ
ン
３
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

メ
ロ
ン
20
ア
ー
ル
、
ス
イ
カ
60
ア
ー
ル
、
ほ
か
育
苗
。

Q問題

今月の
表紙

本人　赤嶺　孝信　さん （58）

次男　赤嶺　大樹　さん （27）

《臼杵市野津町　赤嶺さんファミリー》

あかみね

あかみね

たかのぶ

ひろき

江戸時代の享保の大飢饉や天保の大飢饉の原因のひと
つとされ、イネに「坪枯れ」と呼ばれる被害を及ぼし、大
分県でも昨年に警報が発表された害虫の名前は何で
しょうか？（カタカナで記載してください）

ヒント：４ページを見てね！

「□□□□□□□」

スマホ
からも

応募で
きます

！

kirari@nosai-oita.jp

E メールのお送り先

ハガキのお送り先

〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

応募締め切り 2020年2月16日㈰（消印有効）

「いってみちょくれ」で紹介した｢川の駅 戸次｣で販
売されている新鮮野菜をセットでお届けします。店長
が厳選した旬の季節野菜はさまざまな料理にぴった
りです。ぜひご応募ください。※発送時期により商品
内容は変更になる場合があります。

大分市  川の駅  戸次
「朝採れ旬野菜のセット」

抽選で５名様に

プレゼント！

ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入いた
だきお申し込みください。当選者は発送をもって
発表にかえさせていただきます。

① クイズの答え

② 感想や１番よかった記事、

 NOSAIへの質問や要望

③ 郵便番号、住所

④ 氏名、年齢

⑤電話番号
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大分県農業共済組合
本所：〒870-0822
大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110   FAX.097-544-8242

令和元年12月発行

hp@nosai-oita.jp

NOSAIおおいた広報紙
「きらり」第30号

印刷：小野高速印刷株式会社
〒870-0913 大分市松原町２-１-６
TEL.097-558-3444   URL https://www.ohp.co.jp/

福岡空港から台湾桃園国際空港へ向かう飛行
機から台北一体を見渡すと、膨大な数の溜池が見
えた。台北市に近い桃園台地は世界で最も溜池密
度の高い地域で、今では灌漑用としての重要性は
失われつつあるようだが独特の景観と生態環境
をつくっている。
「水」は農業に不可欠だが、一方で台風19号によ

る洪水やダムの緊急放流、台風15号による千葉県
の停電による断水も思い浮かぶ。

水による恩恵とその恐ろしさを改めて感じた。

「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

2020年

NOSAIおおいた広報紙「きらり」1vol.30

①ピーマン12aと甘藷60a栽培しています。
②自分の裁量がうまくいったときです。
③笑顔
④パソコンで映像の編集をしています。
⑤規模拡大をして採算のとれる経営を目指したいです。

①豊後高田市田染の㈲冨貴茶園で繁殖和牛（45頭）の
周年放牧を学ぶ研修生です。

②可愛い牛と触れ合うこと。
③笑顔
④熊本から移住してきたばかりなので、休みの日はド

ライブをして大分県内を探索しています。
⑤研修後は独立し、２年をかけて繁殖和牛を40頭ま

で増やして飼育していく予定です。

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？きらりわけえし

国東市国東町　宇都宮　瑠美さん（37）
うつのみや る　 み

臼杵市野津町　大家　めぐみさん（35）
おおいえ

サーモンときのこの
ホイル焼き
サーモンときのこの
ホイル焼き

● 作り方
 ①スライスしたタマネギとシイタケをホイルに敷いて、その上に

生鮭を置く。
 ②半月切にしたカボスとバターをのせ、カボス果汁をかける。
 ③ホイルをしっかり包み、トースターで 10 分程度焼く。
 ④お皿にのせ、塩ごまを振りカボスを添えて出来上がり。

● 材料（２人前）
 生鮭 …………………… ２切
 シイタケ ……………… ４枚
 タマネギ ……………… １個

 カボス ………………… １個
 カボス果汁 ………… １個分
 バター ………………… 20ｇ
 塩ごま ………………… 適量

新
年
の
ご
挨
拶   
組
合
長
理
事  

阿
部 

順
治

総
代
定
数
の
見
直
し

令
和
元
年
産  

水
稲
の
被
害
に
つ
い
て

内 容

つくってみちょくれ！

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

今回、レシピを教えてくれたのは、杵築市山香町の徳野裕美さん。
大分名産のカボスとしいたけを使った一品です。


